
 新 法 で は 「 貴 重 な 自 然 環 境 及

び 水 産 資 源 の 宝 庫 」 と 位 置 づ け

な が ら も 、 「 今 日 、 総 合 的 な 保

全 及 び 再 生 を 図 る こ と が 困 難

な 状 況 に あ る 」 と 記 さ れ て い ま

す 。 そ の 要 因 の 一 つ が 開 発 優 先

の 琵 琶 湖 総 合 開 発 。 日 本 共 産 党

は 新 法 審 議 に あ た っ て 「 琵 琶 総

の 総 括 を 行 う こ と が 、 び わ 湖 の

保 全 と 再 生 の 前 提 」 と し た う え
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こ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
、
毎
週
発
行
し
て
い
ま
す
。f
b
で
も
ご

覧
い
た
だ

け
ま
す
。ま

た
毎
週
金
曜
日
早
朝
、
甲
南
・寺

庄
・甲

賀
の
各
駅
を
ま
わ
っ
て
配
布
し
て
い
ま
す
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●
…

2
0
日

(金
)は

、
早
朝
甲
賀
駅
頭
宣
伝
。
●
…

2
1
日

(土
)は

、
９
時
半
か
ら
土
山
で
会
議
、
１
２
時
半
か
ら
十
二
坊
ゆ

ら
ら
ま
つ
り
、

1
4
時
か
ら
湖
南
で
会
議
、

1
7
時
か
ら
草
津
で
実
務
。
●
…

2
2
日

(日
)は

、
1
0
時
か
ら
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
通
常
総
会
、
実
務
等
、

1
5

時
か
ら
街
頭
宣
伝
、

1
8
時
半
か
ら
甲
南
で
会
議
、
ほ
ほ
え
み
作
成
。
●
…

2
3
日

(月
)は

、
早
朝
赤
旗
配
達
、

1
0
時

か
ら
名
神
名
阪
連
絡
道
促
進
議
員
連

盟
総
会
、
議
会
準
備
、

1
3
時
半
か
ら
草
津
で
会
議
、

1
8
時
半
か
ら
ほ
ほ
え
み
印
刷
。
●
…

2
4
日

(火
)は

、
議
会
準
備
調
査
、
赤
旗
集
金
等
、

1
9
時
か
ら

守
山
で
会
議
。
●
…

2
5
日

(水
)は

、
1
0
時
か
ら
臨
時
議
会
終
了
後
議
会
全
員
協
議
会
、
赤
旗
集
金
、

1
7
時
か
ら
街
頭
宣
伝
、
ニ
ュ
ー
ス
作
成
。
●
…

2
6

日
(木

)は
、
赤
旗
集
金
等
。

 

 

米 軍 属 に よ っ て 沖 縄 の 女 性 が 殺

害 さ れ る と い う 痛 ま し い 事 件 は 日

本 列 島 に 大 き な 衝 撃 を 与 え ま し

た 。 基 地 が あ る ゆ え に 繰 り 返 さ れ

る 米 軍 の 蛮 行 。 犠 牲 と な っ た 女 性

は 今 年 成 人 式 を 迎 え た ば か り 。 １

９ ９ ５ 年 の 少 女 暴 行 事 件 後 に 生 ま

れ 育 っ た 世 代 で す 。 「 あ の 時 、 全 基

地 を 撤 去 し て い れ ば 、 こ ん な こ と

に は な ら な か っ た … 」 。 悔 し い 思 い

が 広 が り 、 「 本 土 復 帰 以 来 の 県 民 の

願 い で あ る 基 地 撤 去 を 」 と の 声 が

広 が っ て い ま す 。 ６ 月 １
９

日 に は 、

「 元 米 兵 に よ る 残 虐 な 蛮 行 糾 弾 ！

犠 牲 者 を 追 悼 し 米 軍 基 地 の 撤 退 を

求 め る 集 会 」 が 開 か れ ま す 。  

 

 「 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 法 律 」 が 昨 年 秋 、 全 会 一 致 で

可 決 成 立 し ま し た 。 国 民 的 資 産 で あ る 琵 琶 湖 を 健 全 で 恵 み 豊 か な

湖 と し て 保 全 ・ 再 生 を 図 っ て い る た め に 国 が 基 本 方 針 を 示 し 、 県

が 「 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 」 を 策 定 、 国 が 必 要 な 財 政 措 置 を 講 じ る 、

と い う も の で す 。 日 本 共 産 党 滋 賀 県 地 方 議 員 団 は ５ 月 1
9

日 上 京

し 、 新 法 を 生 か し て 琵 琶 湖 が か か え る 諸 問 題 を 解 決 す る よ う 、 国

土 交 通 省 、 環 境 省 、 農 水 省 な ど 政 府 に 対 し て 、 地 域 の 要 望 を ふ ま

え た ２
２

項 目 の 積 極 的 提 案 を 行 い ま し た 。 政 府 要 望 に は 、 山 岡 光 広

甲 賀 市 議 （ 湖 南 地 区 議 員 団 長 ） ら １
０

名 の 議 員 ら が 参 加 し ま し た 。 

 

で 、 ブ ラ ッ ク バ ス な ど の 外 来

魚 、 赤 野 井 湾 や 南 湖 を 中 心 に 猛

威 を ふ る う 侵 略 的 外 来 水 生 植

物 ・ オ オ バ ナ ミ ズ キ ン バ イ や 水

草 の 異 常 繁 茂 が び わ 湖 の 生 態

系 を 大 き く 変 え て い る 現 状 を

打 開 す る た め に 、 水 質 悪 化 の メ

カ ニ ズ ム の 解 明 と と も に 、 従 来

の 延 長 で は な い 抜 本 的 な 財 政

措 置 を 講 じ て 、 び わ 湖 の 保 全 と

再 生 に 国 の 責 任 で 積 極 的 な 対

策 を 講 じ る よ う 求 め ま し た 。  

 政 府 要 望 に は 、 日 本 共 産 党 の

大 門 実 紀 史 参 院 議 員 、 清 水 忠 史

衆 院 議 員 も 同 席 。 福 井 原 発 群 で

の 事 故 に よ る に よ る び わ 湖 汚

染 の リ ス ク に つ い て も 指 摘 、 原

発 の 廃 炉 を 求 め ま し た 。  

 

 
７

月
１

０
日

投
票

と
い

わ
れ

る
参

院
選

。
全

国
で

３
２

あ
る

一
人

区
で

、
安

保
法

制
（

戦
争

法
）

廃
止

・
立

憲
主

義
回
復
の
一
致
点
で
共
同
す
る
「
野
党
共
闘
」
が
実
現
す
る
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

V
S
野
党
共
闘
＋
市
民
国
民
共
同

に
よ
る
対
決
構
図
と
な
る
な
ど
、
日
本
の
政
治
史
上
初
め
て
の
状
況
が
う
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

 


